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開催地名 福岡県柳川市 

開催日時 令和 8 年 2 月７日（土） 10:10 ～ 12:00 

開催場所 柳川総合福祉センター 

語り部 菅原 康雄 （宮城県仙台市）   

参加者 約 30 名 

開催経緯 近年、災害が激甚化・頻発化しておりそのような中で共助、地域住民で協力し

助け合う、そういった共助の重要性が増している。その共助の中核を担う防災

士の皆様の協力がますます必要になってきている。地域防災力の向上を目指し

まして、この防災士の研修を企画した。 

内容  

「究極の滅災をめざして」 

 

(１)はじめに 

この膨大な資料をすべてコピーして皆様に配布していただけて大変感謝した

い。これほどまでに準備を尽くしていただいたのは、私の講演活動の中でも初

めてのことである。私はいつも「防災はお金があるところがやるものだ。しか

し、減災は人がやるものだ」と伝えている。巨大な堤防を作るのは行政の仕事

かもしれないが、隣の家のタンスの下敷きになった人を助け出すのは、そこに

住む私たち住民である。いかなる災害が来ても立ち向かえる力をつけること、

それこそが「減災」の本質なのだ。今日は、お金はないけれど力はある、福住

町 408 世帯の「住民主導型」の戦い方を話したい。 

 

(２)被災の記録 

2011 年 3 月 11 日。東日本大震災が起きたとき、福住町はすでに 8 回の全住民参

加型訓練を終えていた。私は「訓練の延長線上で何でもできる」と信じていま

したし、実際その通りになった。福住町は海に近く、6 メートルから 8 メートル

の津波が押し寄せた。しかし、私たちは日頃から「高さ 10 メートルの有料道路

の法面（のりめん）に逃げろ」と徹底していた。地震発生からわずか 30 分で１

回目の安否確認を終え、１時間後には拡声器を持って「無事か！」と声を上

げ、全世帯の無事を確認した。 

結果、福住町からの犠牲者は一人も出なかった。建物は壊れても、命は一人の

例外もなく守り抜いた。これが私たちの誇りである。 

 

(３)事前の備え  

福住町方式の根幹は、地図と名簿を一体化させた「重要支援者名簿」である。 
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「個人情報保護」という言葉を盾に名簿作りを躊躇する声もあるが、私はこう

断言する。「自分の命を自分で守れるなら名簿はいりません。でも町内会に命を

預けてくれるなら、名簿を出してください」と。 

 

• 100％の提出率 

命と財産を守るためなら、住民は賛成してくれる。たった 2 ヶ月で 1100 名の名

簿が完成した。 

 

• 女性役員が半数以上 

福住町の役員の 51.2%は女性。「目配り、気配り、心配り」という生活能力に長

けた女性こそが、避難所のリーダーにふさわしい。男性は力仕事、女性は運

営。 

このバランスがなければ地域は守れない。 

 

• 動物は家族である 

避難所でペットを巡るトラブルを起こさないよう、「どの部屋を動物連れにする

か」を事前に決めておく。同行避難を認め、動物の癒しの力を信じる。 

それが飼い主の命を救うことにも繋がる。 

 

 

(４)実践と継承：お祭りとしての「防火防災訓練」  

防災訓練に人が集まらないのは、それが「つまらない」から。福住町では防災

訓練を「秋祭り」と呼び、お祭り騒ぎで実施している。鉛筆一本、団子一本の

景品でもいい。子どもたちが集まれば、親も、おじいちゃんも集まる。 

 

• 次世代を担う子どもたち 

中学生には車椅子の搬送、救出訓練、消火訓練の主役を任せる。子どもは一度

体験すれば忘れない。9 年間かけて彼らを「助ける側」のリーダーに育て上げる

のだ。 

 

• 押しかけ支援の絆 

私たちは「顔を見て手渡す」ことにこだわっている。熊本にも能登にも自前の

キャンピングカーで物資を届けに行った。相手の顔を見て初めて、本当の

「絆」が生まれる。 

 

(５)伝えたいこと 
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最後に「命の分水嶺」という言葉を贈りたいと思う。 

災害で亡くなってしまえば誰も助けられないが、自分が助かれば 100 人、200 人

を助けることができる。だからこそ、何が何でも生き残る「強固な力」を訓練

で身につけてほしい。私の話は 100 点満点ではない。皆様の町には、皆様の町

にふさわしいやり方が必ずある。今日、この中から一つでも「これならでき

る」という種を持ち帰ってもらえれば、これ以上の喜びはない。福住町方式

は、いつでも皆様に門戸を開いている。一緒に、一人も死なない街を作ってい

きたい。  

 

 

 

 

開催地より 実践できるわかりやすいお話で、今後の地域防災活動を考える上で非常に役立

つものだった。本日の研修会は、防災士の皆様、また地域の皆様に向けたその

取り組みの第一歩として開催したもの。今後の地域防災活動を考える上で、

我々行政としても、地域の皆様と共に研究して、防災に取り組んでいきたいと

思っている。本日得られた知識や気づきを活かしていただきたい。 


